日本語指導の『個別の指導計画』作成において教員はどのような課題を感じているか by 古川, 敦子 & 小池, 亜子
RESEARCH NOTE                                                           215 
日本語指導の『個別の指導計画』作成において教員は 
どのような課題を感じているか 
古川 敦子  小池 亜子 
キーワード 













93,133 万人、そのうち「日本語指導が必要」とされる外国籍児童生徒数は 40,485 人、日本
















































 伊勢崎市は在住外国人数が市の人口の約 5%となっている。市内の小中学校 34校のうち、
17 校に「日本語教室」が設置され、教員加配を受けている学校も多い。また外国人児童生
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徒の母語に堪能な支援員（外国籍児童生徒学校生活適応支援助手）24名が配置されており、
教員とともに指導・支援に携わっている。 






























研究班に 2 年以上関わっている教員 5 名（小学校 4 名、中学校 1 名）に調査協力を依頼
し、2018 年 12 月から 2019 年 1 月に、上記①の質問を中心に半構造化インタビュー調査を
実施した。回答は許可を得て録音し、全て文字化して調査協力者に確認後、分析した。 




































図 1 個別の指導計画 様式 1（伊勢崎版）記載時の注意、記載例 




































図 2 個別の指導計画 様式 2（伊勢崎版）記載時の注意、記載例 
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３ 調査結果 
3-1 質問紙調査の結果 
 「個別の指導計画」様式 1 と 2 の作成者と、共有・活用の状況について、それぞれ表 1、
表 2にまとめた。また作成時の困難に関する自由記述の回答例を表 3に挙げた。 
 
表 1 様式 1・2 の作成者 
作成者 様式 1 様式 2 
主に日本語指導担当教員のみで作成 14 13 
日本語指導担当教員と支援助手が相談して作成することが多い 0 0 
日本語指導担当教員と学級担任が相談して作成することが多い 4 5 
日本語指導担当教員、学級担任、支援助手が相談して作成することが多い 1 1 
 






その他 （注 5） 2 
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されるものであるが、調査結果からその点が十分機能していないことが明らかになった。 
 作成時の困難点として、様式 1 については児童生徒の保護者や家庭の状況、生育歴等の
情報不足の他、「日本語能力がまだ乏しい時は、辞書とジェスチャーで会話をしなければな
らない」等、情報入手に必要な言語的支援（通訳・翻訳）の不足が挙げられていた。 







 調査協力者の小学校教員 4 名（A、B、C、D）と中学校教員 1 名（E）の「個別の指導計
画」に関する課題は（1）担当教員の主観による作成の不安、（2）担任教員との連携のしづ

















































































（4）回答者 19名のうち、日本語指導経験年数が 5年以上の教員は 5人、3年が 2人、2年
















付記 1 本稿は日本教育工学会 2019 年度秋季全国大会（2019 年 9 月 7 日、名古屋国際会議
場）でポスター発表したものに新たな内容と考察を加筆し、修正を加えてまとめた
ものである。 
付記 2 本研究は JSPS科研費（18K02573）の助成を受けたものである。 
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Abstract 
Difficulties Teachers Feel in Making and Utilizing “Individual 
Teaching Plans for Japanese Language Education” for Foreign 
Students in Japanese Schools 
Atsuko Furukawa   Ako Koike 
Individual teaching plans are necessary when teaching Japanese to foreign students. 
These include the instruction purpose, contents, and evaluation criteria. However, 
teachers do not fully utilize these plans. In this paper, we conducted surveys on 
individual teaching plans among Japanese language teachers at elementary and junior 
high schools in Isesaki City and clarified the issues. The surveys clarified that 
cooperation between teachers in schools was insufficient and that concrete examples of 
individual teaching plans were necessary. 
